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＊本、設計施工マニュアルは「

反射防水シートおよびウレタン吹付け部分に関連する納まりのみ
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＊本、設計施工マニュアルは「
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＊本、設計施工マニュアルは「CW 断熱」の基本的な納まり箇所を参考図として掲載しております。

反射防水シートおよびウレタン吹付け部分に関連する納まりのみ

断熱工法断熱工法断熱工法断熱工法    

〔2013 年

〔2015 年

〔2015 年

工務店担当者様へ

ウレタン業者様へ

ＣＷ断熱 

在来工法の屋根断熱

屋根断熱・軒

下屋廻りの通気納まり

天井（桁間）断熱納まり

外壁反射防水ｼｰﾄ

外壁反射防水ｼｰﾄ

通し柱・隅柱・ｺｰﾅｰ廻り

袖壁・外気に接する床

ベランダ納まり

開口部廻り

土台・水切部分

基礎断熱(ベタ基礎

貫通部廻り

縦貼りサイディングの通気胴縁

横貼りサイディングの通気胴縁

断熱」の基本的な納まり箇所を参考図として掲載しております。

反射防水シートおよびウレタン吹付け部分に関連する納まりのみ

    設計・施工マニュアル設計・施工マニュアル設計・施工マニュアル設計・施工マニュアル

年 7 月 16

年 4 月 16

年 8 月 21

記載事項

工務店担当者様へ 

ウレタン業者様へ 

 納まり図

在来工法の屋根断熱

屋根断熱・軒廻り 

下屋廻りの通気納まり

天井（桁間）断熱納まり

反射防水ｼｰﾄ 継手部分

反射防水ｼｰﾄ 継手部分

通し柱・隅柱・ｺｰﾅｰ廻り

袖壁・外気に接する床

ベランダ納まり 

開口部廻り 納まり

土台・水切部分 納まり

ベタ基礎) 

貫通部廻り 納まり

縦貼りサイディングの通気胴縁

横貼りサイディングの通気胴縁

断熱」の基本的な納まり箇所を参考図として掲載しております。

反射防水シートおよびウレタン吹付け部分に関連する納まりのみ、ご参考にしていただきますようお願いします。

設計・施工マニュアル設計・施工マニュアル設計・施工マニュアル設計・施工マニュアル

16 日改訂〕 

16 日改訂〕 

21 日改訂〕 

記載事項 

納まり図 索引 

在来工法の屋根断熱 

下屋廻りの通気納まり 

天井（桁間）断熱納まり 

継手部分 (

継手部分 (

通し柱・隅柱・ｺｰﾅｰ廻り 納まり

袖壁・外気に接する床 

納まり 

納まり 

 参考図 

納まり 

縦貼りサイディングの通気胴縁

横貼りサイディングの通気胴縁

断熱」の基本的な納まり箇所を参考図として掲載しております。

、ご参考にしていただきますようお願いします。

設計・施工マニュアル設計・施工マニュアル設計・施工マニュアル設計・施工マニュアル

 

 

 

(合板なし) 

(合板有り) 

納まり 

縦貼りサイディングの通気胴縁 納まり図

横貼りサイディングの通気胴縁 納まり図

断熱」の基本的な納まり箇所を参考図として掲載しております。

、ご参考にしていただきますようお願いします。

設計・施工マニュアル設計・施工マニュアル設計・施工マニュアル設計・施工マニュアル    

 

 

納まり図 

納まり図 

断熱」の基本的な納まり箇所を参考図として掲載しております。 

、ご参考にしていただきますようお願いします。、ご参考にしていただきますようお願いします。 
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特記事項① 工務店担当者様へ 

 
１）ウレタン吹付施工には脚立を建てる作業スペースが必要です 

 
建物の 1,2 階の外周の内側の壁、及び 2 階全床部分には作業スペース

が必要です。壁では、脚立等が立てられるように外壁から 1m 以上の

スペースを空けて下さい。 
資材、工具等は 1 階の中央に集めて下さい。最上階の天井や屋根を吹

付ける階においても(2 階床等)資材、工具は置かぬようお願いします。 
 
 
２）吹抜けのある階には吹付け用足場をお願いします。 

 
吹抜けのある階には天井、壁に吹付け作業ができる吹

付け用足場を工務店様側にて設置していただくよう、

お願いします。（急勾配の屋根裏吹付けも同様） 
 
 
 
 
３）吹付け当日の大工工事、及びその他の内部工事等もご遠慮下さい。 

 
ウレタン吹付け工事以外の工事は終日ご遠慮下さい。 

 
 
 
 
４）ウレタン吹付け施工者のトラックの駐車スペースを確保して下さい。 
 

ドラム缶に入った原液や発電機をトラックに積載し

ています。現場の前に駐車スペースを確保して下

さい。 
 

 
 
５）サッシ・ガラスの取付けをお願いします。また、電気配線は吹付け後にお願いします。（ボックスは可） 

 
 
 

６）吹付ける壁の外部側の通気胴縁は必ず施工しておいて下さい。 
 
通気胴縁で反射防水シートを押さえていないと吹付け施工

ができません。 
 
７）以下の工事は必ずウレタン吹付け後の行程でお願いします。 

 
・フローリング  
・フロアーパネル 
・天井下地組み   
・ユニットバス   
・電気配線 

 
８）事前にお配りしている施工 DVD 等で施工要領を把握して下さい。 

 
現場担当者の方、及び大工の方（反射防水シートを施工される方）は必

ず CW 断熱工法の DVD 及び「設計・施工マニュアル」を読み、施工

要領を把握して下さい。 
 
 
 

９）反射防水シートはたるまぬよう張って下さい。 
反射防水シートを張る際には必ず２人以上（3 人が最善）で上下左

右、シートがたるまぬよう注意し、タッカー釘（＠100 以内）で打ち

付けながらゆるみなく張ることが重要です。また、防水（止水）のた

め、タッカー留め部分は反射防水テープを貼って下さい。 
 
ウレタン吹付け日は、反射防水シートの良否にかかわらず、施工

DVD 通り、外部からの押さえ担当の方、２名を工務店様側より手配

して頂くことを、お願いします。 
 
11）細かい隙間等は工務店様側にてカートリッジ式の発泡ウレタンで埋めておいて下さい。 

サッシと窓台等の隙間や UB 下の基礎パッキン等の隙間はウレタン吹

付け前に工務店様側にてカートリッジスキーの発泡ウレタンに

てそれらの隙間を埋めておいて下さい。（ウレタン吹付け工事の発泡

スプレーガンでは施工できません） 
 
 
 
 
 
以上、ウレタンを吹付ける前日までには、必ず準備をして下さい。 
上記項目が守れていない場合はウレタン吹付け工事が行えず、別途費用（出戻り費用として¥31,500）が

発生し、2 週間程度の工事日の延長となります。 

P.３ 



特記事項② ウレタン業者様へ 

 
１）トラックの駐車 

 
原則設置後の移動は出来ませんので、作業中は常に停車で

きるスペースの確保が必要です。 
 

 
 
 
 
 
２）シートのたるみ・張り足りない箇所はないか？ 

ピンと張れていて、シートに空きがないことを確認して下

さい。 
 
 
 
 
 
３）養生 
 

① サッシ廻りは、マスカーとシート養生します。 
② 屋根面、又は天井面を施工する場合は、床をマスカー等で養生します。 

※化粧柱・化粧梁等の特殊養生は、別途御見積りとします。 

   

４）吹付け作業 
①屋根又は天井  ②壁    ③ユニット部基礎廻り   ④金具 
        (無い場合もあります)   (無い場合もあります) 
 
 
 

 
 
 
 

５）削り作業 
  ウレタンが柱、間柱から出ている部分は、業者様にてカットをお願いします。 
   
 
 
 
 
 
６）厚み検査＋補修作業 

ウレタン厚みゲージ、又はスケールを使用して測定し、厚み不足箇所は補修作業を行います。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
７）担当監督へ電話 

担当監督へ品質確認の電話をし、確認を行って下さい。 
 
 
 
 
 
 

 
８）清掃 

ゴミは袋詰めにして持ち帰りをお願いします。 
 

 

P.４ 
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図面名 図面No.

作成日

2
在来工法の屋根断熱

ﾛﾌﾄ天井など斜め天井を

設ける場合は,天井吊り

木をｳﾚﾀﾝ吹き付けの前に

施工してください

【注意事項】

【注意事項】

反射防水ｼｰﾄは壁部分の施工においては

防水ｼｰﾄとして施工可能ですが、屋根の

防水ｼｰﾄを施工して下さい

側部分にｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940同等以上の

施工においては必ず反射防水ｼｰﾄより上

通

気

層

通

気

層

野地板：合板t=12等

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940同等以上

屋根材(瓦・ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ・鋼板葺等)

垂木：H45またはH60等

反射防水ｼｰﾄの重ね部分には

吹付ｳﾚﾀﾝ回り込み防止のため

反射防水ﾃｰﾌﾟを貼る

反射防水ﾃｰﾌﾟ硬質ｳﾚﾀﾝ吹き付け

垂木

棟換気

必須

反射防水ｼｰﾄ

(ﾀｯｶｰ釘留め)

（注１)

(垂木の下端に張る)

ｳﾚﾀﾝの吹付厚が70mm以上

の場合ｳﾚﾀﾝが重くなるの

(注１)

吹き付けｳﾚﾀﾝの厚さが

100mmを超える場合、

補助桟木の高さはｳﾚﾀﾝ

の厚さとほぼ等しい高

さにしてください

吹き付けｳﾚﾀﾝの厚さが

100mmを超える場合は

にする

補助桟木の高さも同等

補助桟木
反射防水ｼｰﾄを垂木

下に張る場合、吹付

ｳﾚﾀﾝの落下防止のた

め500mm以内に厚さ

30mm以上の桟木を配

置する

で、反射防水ｼｰﾄのﾀｯｶｰ

釘留めﾋﾟｯﾁは必ず100mm

以内としてください。

【垂木上に反射防水シートを施工する場合】

【垂木下に反射防水シートを施工する場合】

P6

通

気

層

通

気

層

通気層は必ず

25mm以上とし

てください

反射防水ｼｰﾄ重ね代

反射防水ﾃｰﾌﾟ

100mm以上

垂木

【注意事項】

棟換気

必須

硬質ｳﾚﾀﾝ吹き付け

反射防水ﾃｰﾌﾟ

垂木：H45またはH60等

反射防水ｼｰﾄの重ね部分には吹付

ｳﾚﾀﾝ回り込みを防止し、通気層

確保のため反射防水ﾃｰﾌﾟを貼る

硬質ｳﾚﾀﾝ

吹き付け

野地板：合板t=12等

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940同等以上

屋根材(瓦・ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ・鋼板葺等)

上垂木（通気垂木)：

45×H27～36程度

反射防水ｼｰﾄ(ﾀｯｶｰ釘留め)

反射防水ﾃｰﾌﾟを貼る

反射防水ﾃｰﾌﾟ

重ね代100mm以上

反射防水ｼｰﾄ

反射防水ｼｰﾄを垂木

の下に張る場合は

棟から張り下げる

2015.4.16

ﾀｯｶｰ釘留め部分には
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通

気

層

通気層

3

外

側

屋

垂れ下がり部反射防水ｼｰﾄ

軒桁

垂木

下垂木

屋根断熱・軒廻り

P7

反射防水ｼｰﾄ（ﾀｯｶｰ釘留め）

硬質ｳﾚﾀﾝ吹付け

必須

棟換気・軒天換気

反射防水ｼｰﾄ（ﾀｯｶｰ釘留め）

外壁ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ

硬質ｳﾚﾀﾝ吹付け

垂木部分をｶｯﾄし、壁面の反

ン

外

壁

サ

イ

デ

ィ

グ

通

気

層

反射防水ﾃｰﾌﾟ

反射防水ｼｰﾄ

上下の反射防水ｼｰﾄ

は100mm以上重ね合

わせ反射防水ﾃｰﾌﾟを

貼り水の浸入を防ぐ

反射防水ﾃｰﾌﾟを貼る ※反射防水ｼｰﾄに表裏はありません

キズをつけないよう注意

瓦桟の釘で反射防水ｼｰﾄに

【注意事項】

通気層は必ず

25mm以上とし

てください

屋根材（瓦・ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ・鋼板葺等）

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940同等以上

野地板（合板t=12等）

上垂木(通気垂木)

45×H27～36程度

射防水ｼｰﾄに100mm以上被せる

吹付ｳﾚﾀﾝの回り込み防止のた

め、軒桁天端付近をしっかり

ﾀｯｶｰ釘留めする

反射防水ﾃｰﾌﾟ

屋根面反射防水ｼｰﾄ（垂木上ﾀｯｶｰ釘留め）

反射防水ﾃｰﾌﾟを貼る

壁面反射防水ｼｰﾄ

垂木の下まで貼り上げる

【 軒廻り反射防水ｼｰﾄ納まり 】

吹付ｳﾚﾀﾝの回り込み防止のため、軒桁下端

付近をしっかりﾀｯｶｰ釘@100mmで留め付ける

反射防水ｼｰﾄのｼﾞｮｲﾝﾄ部分お

よび垂木取り合い部分を反射

防水ﾃｰﾌﾟで止水処理をする

最下部は補強増し貼りする

2015.4.16

ﾀｯｶｰ釘留め部分には

ﾀｯｶｰ釘留め部分には
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図面No.
図面名

部側で換気を行う

＊反射防水シートの外

【【【【気気気気流流流流止止止止めめめめ】】】】

上垂木(通気層)

屋根材(瓦・ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ・鋼板葺等)

反反反反射射射射防防防防水水水水ｼｼｼｼｰーーーﾄﾄﾄﾄ((((ﾀﾀﾀﾀｯｯｯｯｶｶｶｶｰーーー釘釘釘釘留留留留めめめめ))))

【下屋を屋根断熱にした場合】

4下屋廻りの通気納まり

P8

軒天換気

又又又又はははは

通気層

【【【【気気気気流流流流止止止止めめめめ】】】】

【下屋を天井断熱にした場合】

軒天換気

反反反反射射射射防防防防水水水水ｼｼｼｼｰーーーﾄﾄﾄﾄ

垂木

屋根材

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940同等以上

通気層

反反反反射射射射防防防防水水水水ﾃﾃﾃﾃｰーーーﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚((((内内内内側側側側))))

硬硬硬硬質質質質ｳｳｳｳﾚﾚﾚﾚﾀﾀﾀﾀﾝﾝﾝﾝ吹吹吹吹付付付付

ｳﾚﾀﾝ回り込み防止

垂木上約400mmの位置まで伸ばす

反反反反射射射射防防防防水水水水ｼｼｼｼｰーーーﾄﾄﾄﾄ((((下下下下部部部部))))

ｱｱｱｱｽｽｽｽﾌﾌﾌﾌｧｧｧｧﾙﾙﾙﾙﾄﾄﾄﾄﾙﾙﾙﾙｰーーーﾌﾌﾌﾌｨｨｨｨﾝﾝﾝﾝｸｸｸｸﾞ゙゙゙立立立立ちちちち上上上上げげげげ

反反反反射射射射防防防防水水水水ｼｼｼｼｰーーーﾄﾄﾄﾄ((((上上上上部部部部外外外外側側側側))))

上部ｼﾞｮｲﾝﾄから約270～300mm立ち下げ

ﾌﾘｰにしておき、ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞおよび

＊下屋・小屋裏で換気を行う

外壁ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ

通気胴縁(通気層)

この部分

でも可

上記仕様

反反反反射射射射防防防防水水水水ｼｼｼｼｰーーーﾄﾄﾄﾄ

硬硬硬硬質質質質ｳｳｳｳﾚﾚﾚﾚﾀﾀﾀﾀﾝﾝﾝﾝ吹吹吹吹付付付付

ｱｱｱｱｽｽｽｽﾌﾌﾌﾌｧｧｧｧﾙﾙﾙﾙﾄﾄﾄﾄﾙﾙﾙﾙｰーーーﾌﾌﾌﾌｨｨｨｨﾝﾝﾝﾝｸｸｸｸﾞ゙゙゙立立立立ちちちち上上上上げげげげ

250mm以上かつ雨押さえ上端より

50mm以上

外壁ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ

通気胴縁(通気層)

裏に通じる場合は、境界

部に気流止めを施工する

上部壁内の空気層が下屋

気流止めを施工する

通じる場合は、境界部に

壁内の空気層が下屋裏に

ﾎﾎﾎﾎﾞ゙゙゙ｰーーーﾄﾄﾄﾄﾞ゙゙゙延延延延伸伸伸伸

気気気気流流流流止止止止めめめめ

外側の反射防水ｼｰﾄの内側に250mm

以上かつ雨押さえ上端より50mm以上

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940同等以上

下部の反射防水ｼｰﾄと上部の反射

反射防水ｼｰﾄ施工手順

防水ｼｰﾄのｼﾞｮｲﾝﾄ位置を垂木の上

約400mmとする

上部の反射防水ｼｰﾄはｼﾞｮｲﾝﾄ位置

から約270～300mm重ねて立ち下

げ、重なり部分は固定せずﾌﾘｰに

しておく

ｼﾞｮｲﾝﾄ部分の内側には吹付ｳﾚﾀﾝの

回り込み防止のため反射防水ﾃｰﾌﾟ

を貼る

下屋のｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ、雨押さえ

を上部の反射防水ｼｰﾄの重なり部

分の背面に施工後、重なり部分の

2015.4.16

硬硬硬硬質質質質ｳｳｳｳﾚﾚﾚﾚﾀﾀﾀﾀﾝﾝﾝﾝ吹吹吹吹付付付付

（この部分は作図上広くしてあります）

野地板(合板t=12等)

野地板(合板t=12等)

雨押さえ施工後雨押さえに被せる

長さを調整し雨押さえに被せる

雨押さえ包み板

雨押さえ包み板

(120以上立上げ)




